




要   約:障害児(者)を受け入れ、専門的なリハビリテーションを行う立場から、当センタ

ー小児科における対象疾患の変遷、療育指導方法の実際、高齢化・重度重複化の問題につ

いて分析を行い、効果的な療育方法について検討した。初年度は対象疾患の変遷の分析を

行い、次年度の研究に繋げた。1985、1990、1995 年の小児科外来初診児、小児科病棟入

院児、重症心身障害児施設入所児、精神薄弱児施設入所児につき疾患分類を行った。当セ

ンター小児科対象児は次第に神経疾患が多くなっており、現在では大半を占めている。外

来では精神遅滞児と発達遅滞・言語遅滞児が、入院では後天性脳障害児の増加が目立ち、

今後それらの疾患の対応が特に大切であると思われる。


